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11/1の 北海道知事 との現地での意見交換会

副会長 佐 々木 克之

私たち北海道脱 ダムの会は、昨年の4月26日 に北海道との第一回意見交換会を開催し、サンル ・平取 ・当別ダ

ムに対する私たちの考えを述べた。意見交換会を継続することで合意して、第二回を8月 に行う予定であったが、

7月 に忠別川上流での災害問題で延期となり、11月1日 に、道からの申し入れによって第二回意見交換会は二風

谷ダムサイトで行 うこととな り、高橋はるみ知事が私たちと会うこととなった。札幌からは協会 と当別ダム関係

者が参加 して、平取ダム関係は地元からの参加者が多 く、全体で約35名が参加 した。テレビはNHK、 道新、毎

日、読売、苫小牧や日高の新聞社などマスコミも

多 く参加 した。

予定時間の13:45に知事が着席 し、冒頭 に、知

事がダムを必要と考えている根拠およびダム建設

に対する私たちの検証内容についての見解を求め

る要望書を佐々木から知事に手交 した。その後、

佐々木から、「今後ダム問題の検証についてお万

いが認識を深めていくことに期待する」と挨拶 し

て、要望書内容について佐々木、松井さん(平 取

ダム建設問題協議会)、安藤 さん(当 別ダム周辺

の環境を考える市民連絡会)か ら説明を行った。

知事 は 、9月27日 の有 識者 会 議 の 中 間 と りま とめ に基 づ く検 証 の 要請 が 国 交省 か らあ っ た こ と、そ れ に基 づ き

関 係 自治 体 の検 討 の場 を設 置 し、パ ブ リ ック コ メ ン トも行 い 、多 くの意 見 を聞 きなが ら、国 に意見 を出 してい き

たい 。 道が 主 体 の補 助 ダム で あ る厚 幌 ダム を対 象 と して検 証 を行 って い く、当 別 ダム につ い ての要望 があ ったが、

本 体 着工 を行 って い る。 今 まで も節 目に は見 直 しを や って きたが 、 これ か ら も節 目には 見直 しを行 って い きたい、

と述 べ た 。 その 夜 のNHKは 、 「予定 地 の 自治体 な ど と検 討 の 場 を設 け、 国 に も地域 の意 見 を適 切 に述 べ て い く」

「皆 さまの 熱 意 と思 い を再 認 識 で きて 、有 意 義 であ った 。公 開の 場 で意 見 を 聞 き、 集約 して い きた い 」 との知 事

の発 言 を放 映 した 。

感 想:中 間 と りま とめの 方 向 で ダム の検 証 を進 め て い くと発言 した の は 、 自治体 の 長 と して や む を えな い とは

思 った が 、 主体 性 を感 じる こ とが で きず 、が っか りで あ った 。 た だ、 私 た ち との意 見 交換 会 を続 けてい くこ とと、

当 別 ダム は す で に堤 体 が ほ ぼ完 成 して い て も、今 後 も節 目で は見 直 しを してい く と発 言 した こ とは評 価 で きる。

しか し、 そ の後12月20日 に平 取 で 、12月24日 に名 寄 で 、北 海 道 開発 局 が 主体 とな っ て ダム検 証 の た めの 検討 の場

が 開催 され た と きに、 各 自治 体 首 長 は、 ダム を早 期 に作 って ほ しい と異 口 同音 に述 べ て、検 討 の 場 で は な く陳情

の場 とな り、 道 もは っ き り した発言 をせ ず 、検 討 の 場 の今 後 は予想 通 り前途 多 難 で あ る。 引 き続 き、私 た ちの 意

見 が 反映 され る検 討 の 場 とな る よ う、粘 り強 く運 動 を進 め てい きた い。
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侵幸 告

第4回3ダ ム 検 証 検 討 会

サンル ・平取 ・当別ダムの環境問題

2010年11月28日13:10～16:30札 幌市民ホール第1会 議室

4回 目となった今回は環境問題をテーマに3つ のダムにおける問題点を検討 してみた。

はじめに佐々木北海道自然保護協会副会長から今回の検討会の趣旨の説明が行われ、3つ のダムについてそれ

ぞれ環境という視点からの問題点の報告が行われた。

最初は 「サンル川の生態系とサンルダム」ということで宮田修(下 川自然を考える会)が 話された。北海道に

は大型ダム200基以上、砂防ダム1,100基以上、治山ダム35,000基以上があり、その他取水堰や河川の直線化、護i

岸などにより河川環境が大 きく変えられている。その様な中で天塩川 ・名寄川の支流であるサンル川は最後に残

された自然度の高い川であることによりヤマメが多 く、サクラマスが遡上 し産卵できる川の一つになっている。

経済価値の高いサクラマスは1970年以降減少の一途をたどっており、北海道としても放流等により資源の回復を

目論んでいるが一向に改善されない。ここに多額の税金をかけて自然環境を破壊するようなダムを作った場合、

更なるサクラマスの資源減少は目に見えている。ダム建設の前にこれまでのダムによる影響をしっか り検証する

ことが求められていると話を纏められた。

二つ目に 「当別川の環境」 ということで安藤加代子さんが当別ダムの現状とこれまでの経緯について話され、

次に当別川の支流、二番川の所で生まれ育ったという大田さんが話された。幼い頃は当別川もきれいでマスやウ

グイが沢山いて捕って食べたこと。ただ、1964年上流に青山ダムができてからダムが季節ごとに放水することで

大きな石が大きな音をたてて流れていったこともあり、 年々川は濁 り、荒れて昔の面影は全くなくなってしまっ

た。次に、15年前に青山郵便局で勤務された菊池さんが話され、当別川はヤツメウナギも沢山獲れ、鮭も獲れた。

しか し、川の直線化が進む事により魚が生息できない環境になっていった。

三つ目として佐々木さんから沙流川の水質についての報告があり、二風谷ダムが出来た後、濁 りとリンが増え

てきたこと。またPHが 上が り、美味しい米を作ることが出来なくなってきている。

ここで、水道料金の話があり、

・全国で水道料金が最も高いのは栗山町

・政令都市の中で水道料金が最 も高いのは札幌市

当別ダムが出来るとこのダムから取水することになっている石狩市の水道料金は現在でも札幌市の2倍 も高い

のにさらに高 くなり、美味 しくない水を飲まなくてはならなくなる。また、札幌市の当別ダムからの取水は、

2025年から予定されているがダムが完成したら取水 しなくても費用負担が生 じてくること。 しかも、現在の札幌

市の水道水供給には25%も 余裕があり、今後の人口減少が予測される中で2025年 からの取水は本当に必要なのか

にも疑問がある。

次に、北大名誉教授であり、天塩川流域委員会も務められた前川光司先生が 「河川生態系とは?」 のテーマで

話された。はじめに河川の中に倒木があり、サケの死骸が多数漂っている川の写真を示され、多様な生態系が保

たれていたのが原始的な河川の状態であること。また川は単に川だけで成 り立っている訳ではなく、森などと生

物を介 して相互に依存 していること。次に 「サクラマス保全の意味」について述べられ、

・北海道はサクラマス種群(サ クラマス ・アマゴ ・ビワマス ・サラマオマス)の 分布の中心にあること
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報 告

・カワシンジュガイなど他の生物 との関係がたいへん深いこと。

・環境のバロメータであること(河 川型であるヤマメと降海回遊型のサクラマスの両方が存在しないと繁殖のう

えで成り立っていかない魚である)。

が紹介され、"サクラマスの現状"は 、1970年 頃を境に減少の一途をたどっていて、特に日本海側で減少傾向が

著 しい。これは天塩川、石狩川の減少によるところが大 きく、この原因としては、河川改変や森林の伐採、特に

ダムによる影響が大きいと考えられる。稚魚の放流による効果も見られるが限定的であること。

結論として、

1.河 川法(洪 水 ・水利 ・環境)に 従って、環境に重大な影響を与えると考えられる時には手法の変更が(ダ ム

ありきではない)を 考えなければならない。

2.サ ンルダムによってサクラマスは重大な影響を被る。治水手法の再検討が必要。

3.ダ ム建設前にそのダム固有の予測を建てた実験検証が必要。

この後、全体討議をおこない、前川先生の述べ られた論点を盛 り込んで提言を纏めることとなった。

(記 荻田)

北海道高山植物保護ネッ ト

第1回 市民フォーラム報告

2010年11月27日13:00～17:30於 北大地球環境科学研究院大講堂

1998年に発足 した 「北海道高山植物盗掘防止ネットワーク」が、高山帯が抱えるさまざまな問題に取り組むた

め今年 「北海道高山植物保護ネット」と改称 した。今回 「第1回 市民フォーラム」が開催され、参加 したので報

告する。なお、代表が小野有五北大教授から大原雅北大教授に替わられた。

主催者挨拶の後、講演として礼文島の写真家として知られている杣田美野里(そ まだみのり)さ んが 「礼文 ・

高山植物と共に生きる」の題で礼文島の四季をご自分で撮 られた写真を交えながら話された。今年の礼文島の天

候も、北海道全体の天候同様に春先の低温と、夏の暑さで特徴的な年となった。そのせいか草原の草丈は高くな

り、この様な夏が続いたら高山植物たちはどうなるのだろうと多 くの島民は心配されたとのこと。やはり、礼文

島は昆布やウニなどの海産物と観光で成り立っている島です。観光の目玉ともいえる高山植物の生育地は人々の

暮 らしている平地と変わらない高さにあり、多 くの観光客が訪れる。でも6月 のエゾノバクサンイチゲや レブン

キンバイソウ、8月 のリシリブシの群落は今まで見たことのない美 しさだったとのこと。高山植物は子孫を残す

ための活動を天候の変動に応 じて懸命に行っている。杣田さんは環境NPO礼 文島自然情報センターの一員とし

ても、盗掘防止パ トロールや自然歩道の保全、外来種の除去、環境教育等多くの人々と取組んでいる。が、活動

を進めるには島に住む人の自然への共通理解が不可欠であり、そのためにはそれぞれの暮らしへの敬意を忘れず、

参加 しやすい活動を工夫することが大切であり、それを次の世代に繋げていける 「楽しさ」のある活動を続けて

行きたいとの話で締め くくられた。

つぎに、道総研環境科学研究センターの宇野裕之さんが 「エゾシカの今と昔～生態と保全 ・管理」の題でここ

数年爆発的に増加しているエゾシカの状況と特に国立公園での植生や高山植物への影響について話された。エゾ

シカの分布は従来道北 ・道東に多かったが、ここ数年絶対数の増加と共にえりも地区や道央地区にも多くなった。
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艮幸 告

増加の要因としては、 ・生息環境の改変(牧 草地、伐採跡地の増加)・ 温暖化(大 雪の減少、死亡率の低下)

・捕獲圧の低下などがあげられた。最後にまとめとして

1)高 山帯への影響把握 ○実態把握(植 生調査)○ 越冬地 ・シカの移動の把握

2)森 林管理(シ カ管理)○ 生息地管理 ・個体群管理 ・被害管理 ○フォレスターなどの専門家

3)自 然資源の持続的利用 ○食べて 「生物多様性の保全」

の話がされた。

この後、若手研究者による研究事例紹介ということで北大 ・環境科学院の二人が発表を行った。

「雪解け時期の変動に対する高山植物の生活史戦略」川合由加さんは、大雪山系の雪田の雪解け時期の違いが

高山植物に与える影響についてミヤマリンドウを用いて研究された結果を報告された。

「性転換する植物 ・マムシグサの繁殖戦略」大松ちひろさんは、マムシグサが実生から無性個体となり、花を

付けるようになると有性個体 となり一個体に複数の花からなる花序を一つつけるが、その花序は雄花 もしくは雌

花のどちらか一方のみで構成すること。そのため集団中には雄固体と雌固体が存在し、さらにその性別を年単位

で個体サイズに依存して変化させること。この様な"性 転換"を 行う植物は草本の中ではマムシグサのみとのこ

とで、植物の多様な性表現を考える上で興味深い植物であるとの話があった。マムシグサも繁殖は虫などに頼っ

ているが、雄花に潜 り込んだ虫は雄花の下の方に空いた孔から脱出して、雌花に飛んでいく事ができる様になっ

ている。ただ、雌花にはこの様な孔は空いていないということで近郊の林などで時々見かけるマムシグサに関わ

る興味の深い話であった。

この後、梅沢俊(植 物写真家)さ んから 「2010年に出会った花、気になった花」のタイトルでスライ ドを映し

ながら話があり、さらに各地域からの報告が行われた。(記 荻田)

シ ン ポ ジ ウ ム 「風 力 開 発 が 貴 重 な 自 然 環 境 に 与 え る 影 響 」 開 催 の ご 案 内

一 石 狩 ・銭 函 海 岸 の 風 力 発 電 計 画 を 考 え る 一

日 時:2011年3月21日(月 ・祝)13:00～17:00

場 所:北 大学術交流会館小講堂(札 幌市北区北8条 西5丁 目 北大正門を入 り左側)

主 催:(社)北 海道自然保護協会

共 催:NACS-J(財)日 本自然保護協会

内 容

① 基調講演 「風力発電の理想と現実」 武田 恵世(た けだ けいせ)氏

三重県伊賀市 「青山高原の自然を守る会」代表

② 小講演(4人 予定)と 武田氏によるパネルディスカッシヨン

内 容 の 問 合 せ ・参 加 な ど 北 海 道 自然 保 護 協 会TELO11-251-5465FAXO11一 一211-8465

Eメ ー ルnchokkai@polka.ocn.ne.jp

※詳しくは同封の案内をご覧下さい〃
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報 告

石 狩 海 岸 現 地 視 察

理 事 落合 克 尚

2010年10月10日 、北海道自然保護協会では問題となっている、石狩海岸の風力発電施設建の予定地を視察した。

今では貴重になった人工物の少ない美しい海岸線が遠くまで延びている。暑寒別連山は、はるかかなたにゆらゆ

ら揺れているように浮き上がっている。砂浜は、静かに波が打ち寄せており、おだやかな雰囲気である。

生憎の小雨の中、新川河口付近に会長以下協会員及び賛同する方々12名が集まった。雨カッパ等を着込み海岸

までのガタガタ道を車に分乗 し出発。新川河口から樽川埠頭までの約4km。 波打ち際を車で移動しながら、途中

風車が建つと思われる場所を確認 していく。砂丘の上から望む風景は、一見砂に埋もれて何もないように見える

が・貴重な植物や昆虫、鳥類の生命の営みがしっか り受け継がれている。人間にとって不毛な土地に見えても、

実は・そこには生物が生き抜 く知恵と工夫が隠されている。山菜として採取が問題となっているハマボウフウ、
レッドリストに掲載されたエゾノミズタデ、エゾアカヤマアリの巨大コロニー、絶滅危惧種に指定されたイソコ

ウモリグモやキノコのアカダマスッポンダケなどが数えきれな

いほど生育、生息 し、豊かな自然環境になっている。また、野

鳥も約100種 近 くが、砂浜、草原、海上に飛来 して、子を育て

次の世代につなげている。海岸特有の種をはじめとして、多種

多様な動植物が生育する優れた海岸である。

波 打 ち際 、砂 原 、 草 地 、 カ シ ワ林 と植 相 が ま るで 造 った よ う

に層 別 に発 達 してい る 、,全く人工 物 の ない 自然 の なす 力 と美 し

さを ひ しひ し と感 じる 。人 が 創 りえ ない 規則 性 を持 っ たお だ や

か な風 景 が 、心 を安 らか にす る 。松 浦 武 四郎 が 辿 っ たか も しれ

な い カ シ ワ林 は 、海 岸線 に平 行 に約4kmほ ど延 び て い る、途 中

港 な どで 分 断 され て は い る もの の 、石 狩 河 口 まで帯 状 に延 々 と

続 く様 は 石 狩 だ けだ とい う。全 国的 に見 て も、 ほ ぼ原 始 の まま

で残 って い る カ シ ワ天 然 林 は ここ だけ で あ る。

夏 には 、立 錐 の 余 地が ない ほ どテ ン トや タ ー一プ が並 び 、家 族

連 れや カ ップ ル、 会社 の仲 問 が それ ぞ れ 充実 した 時 間 を過 ご し

て い る。定 番 の 焼 肉 をす る グル ー プ、 ビー チ ボー ルで た わ むれ

る親 子 、 沖 あ いで は レジ ャー ボ … トが 波 しぶ き を上 げ るな ど、

数 千 人 の 入 々が 、 夏 の 日差 しを い っぱ い浴 び過 してい る(写 真

1)。

心 を休 め 、い や しの時 間 を た っぷ り味 わ え る場 所 は、 まもな

く一 企業 と行 政 に よって 奪 わ れ よ う と してい る。皆 が 遊 んで い

る背 後20～30m付 近 に 、高 さ!00m以 上 の 風車 が15基 設 置 され 、

風 の あ る時 は グ ル グル回 る こ とに なる 。海 水 浴 を した り、バ ー

ベ キ ュ ー を 自然 の 中で 楽 しむ とい う環境 は全 く失 われて しまい
、

写真1波 打 ち際に並 んだ車

写真2小 高い砂丘 からの観察

落 ち 着 い て ゆ った り過 し、気 分 転 換 を はか る こ とは、全 く期待 で き な くな る。 そ ん な こ とを思 い なが ら、小 高 い

丘 に立 っ た(写 真2)。

お ろ か しい 人 間 の行 為 を悲 しむ よ うに 、小雨 がヤ ッケの 肩 を濡 らす 。草 地 に入 る都 度 、植 生 や野 鳥 の種 類 、 海

岸 の な りた ち な どを聞 きなが ら進 む 。 しか し、砂 丘 草 原 は、 レジ ャー車 両 の ワ ダチで 見 る も無残 な状態 に なっ て

い る 。縦 横 無 尽 に走 り回 る ため に深 くえ ぐられ 、草 木 の根 が 浜風 に さ ら され て い る。小 木が 今 に も朽 ち果 て る よ
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)に 、数本 の 根 で か ろ う じて 大 地 とつ なが っ てい る姿 は 、や りきれ な さで い っぱ い だ。 レジ ャー に名 をか りた個

Lの 勝 手 な行 為 で 、破壊 され る こ とも さる こ となが ら、今 度 は、企 業 ・行 政の 名 に よ って これ 以上 の ダ メー ジ を

弄え られ よ う と してい る 。

高 さ100mを 超 える 巨大 風車 。強 い浜 風 を受 け る ため 、埋 め 込 み 、掘 り起 こ され る範 囲 は想 像 以 上 の よ う だ 。

危弱 な砂 地 に建 て るの だ か ら、 当然 穴 の大 き さ も、 深 さもは るか に大 規 模 で 、 基 礎 とな る コ ン ク リ ー トも推 定

000ト ン前 後 にな る よ うだ。 また 、新 幹線 車両 並 み の大 きさの タ ワー を運 ぶ ため の大 型 トレー ラーが 入 れ る よ う

粂、広 い道 路 を砂 丘 につ くる こ とに なる 。 カシ ワ林 も分 断 され る こ と も考 え られ る 。設 置後 の メ ンテナ ンス のた

うに道路 は残 る。草 地 は分 断 され た ま ま。 こ こで 子 育 て をす る ノ ビ タキや ホ オ アカ な どは 、狭 め られ た生 活環 境

ヒな げい て さ えず る に違 い ない 。 長い 時 間 にわ た って営 々 と受 け継 が れて きた野 鳥 、昆 虫 、植 物 た ちの 営 み を断

ち切 る権利 を、 人 は持 ってい ない と思 う。彼 ら と同 じ場 所 で住

まわせ て もら って い るの で あ り、 人の横 暴 や 思 い上 が りは通 用

しな い し、受 け 入 れ られ な い と思 う。 また 、廃 棄 物 は い た る と

ころ に散乱 して い る 。 ジ ンギス カ ンナベ や コ ンロ な ど ワ ンセ ッ

トそ の まま放 置 され てい る場 所 もあ る(写 真3)。

モ ラル 以前 に石 狩海 岸 に来 る資格 の ない人 が か な り多 い。 草

地 に も不燃 物 な どが顔 を出 し、み に くい風 景 に な って い る。 自

分 勝手 な大 人達 の 姿 は、子 供 達 に しっか り伝 わ って しま うと思

う と、何 と もや りきれ ない思 い が わ いて くる,,

終点 の樽 川 埠 頭前 で は、 キ ノ コを じっ く り観察 した 。 キ ノ コ

は森 林 に生 育 す る とい う固定 観 念 が強 い が 、 この よ うな砂 地 で

塩 分 が 多 く、風 も強 い場所 に生 きて い る とい うの は大 きな驚 き

で あ る。 ハ マ ニ ンニ クの枯 れ た根 元 に発 生 した ス ナ ジホ ウ ラ イ

タケ 、砂 地 か ら こん棒 状 に伸 びた ガ マ ノホ タテ ダケ。 一 本 見つ

ける と、 そ こ こ こ に無数 に顔 を出 してい る(写 真4)。

この よ うな豊 か な 海岸砂 丘の 環境 を守 るこ とは 、緊急 の課 題

だ と思 う。新 川 河 口 に戻 っ て 、そ れ ぞれ休 憩 と昼 食 を とっ た。

波 は穏 や か に打 ち寄せ 、小 樽 ・積丹 方 面 はか す みが か か っ た よ

う に眺 め られ る。 何 の変 化 もな くお だや かそ うに見 える が 、 こ

の 景観 は も うす ぐ巨大 な入 工物 で 一一変 して しま うと思 う と、何

とも悲 しい 。余 市 方 面か ら眺 め て も、 きれ いな 曲線 をえ がい た

海 岸線 に、似 つ か わ し くな い建 造物 が 建 ち並 ぶ こ と は想像 して

も異 質 な光景 だ。 後世 にあ りの ま まの姿 で残 したい と思 うのは、

小 生 だけ で は ない と思 う。

写真3ゴ ミが散乱

鞠 サタテタホノマガ

そ の後 、 石狩 工 業 団地 内 にあ る風 車 を実 査 した。 国 道 か らわず か に入 った草 地 にで ん と1基 。柵 も何 もな く無

造 作 に建 っ て い る。 風が な い ため 、 ロー ターは 回 って い ない 。 しか し、真 下 に近 づ く とさす が に大 き く圧倒 され

る。 ロ ー ターが 回 っ てい る 時の 、 低周 波音 や 騒音 を想像 してみ たが 、今 は極 め て静 かで あ る 。風 力発 電 に賛 意 を

示 した方 々 の個 人 名 が 、数百 人 分 銘記 されて お り、 こん な に沢 山の 方 々 がサ ポ ー トしてい る とい う証 なの か 、企

業 の抜 け 目な い意 思 表示 と解 釈 した 、,

小 雨の 中 の現 地 視 察 だっ たが 、小 生 に とって大 変 意 義深 く、 そ して風 発 問 題 に取組 む思 い を更 に深 くした。 参

加 された 皆様 、あ りが と うご ざい ま した 。
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2010年 度 「自然を語る会」 開催報告

今回は2010年 度の2回 目の報告として10月の第4回 から1月 の第7回 までの報告をいたします。

〔自然を語る会〕

会 場:北 海道大学学術交流会館 ・会議室(札 幌市北区北8条 西5丁 目)

第4回.10月5日(火)18:00～20=00

「鳥類にとって銭函海岸林はどんな場所なのか?」

話題提供者 竹中万紀子 さん(東 海大学生物理工学部非常勤講師)

風車建設予定地の銭函海岸について、鳥類の研究者である竹中さんは要旨の中で小樽市銭函から石狩湾新港に

かけてのカシワが主要な構成樹種となっている海岸林は、その海側が海浜性の草原、陸側に高茎草原や耕作地な

どが広がっている。このため長距離にわたってベルト状に森林と多様なエコトーンが続 くユニークなハビタット

が形成されている。石狩地方の地図を見ると明らかなように、この海岸林は、ほぼ南北に長 く伸びる自然環境で

ある。道西ではワシ類などを含む渡り鳥の移動ルートとして重要な役割を果たすと考えられる。鳥類の繁殖地と

して重要である事 も言うまで もないと述べている。

風車建設計画の問題点として自然環境、健康被害、景観問題があげられるが、市民側はデーター不足である。

そこで、

① 建設されるところの問題点の洗い出し(イ ンターネットからや文献の収集など)。

② 市民調査の実施の検討。

③ 広 く問題を市民に知らせる為にフォーラム、シンポジュウムの開催(国 内外で積極的に取り組んでいる人を

ゲス トスピーカーとして招 く)。

④ その資金をどうするか?募 金活動をしてはどうか。調査などは1人 の研究者の負担にならないように鳥なら

いつも現地を観察 している複数の人に交代で2度 か3度 観察してもらいデーターを集積 していくや り方はどう

か。

予定地を2008.11月～2009.3月 まで調査したが、周辺をワシi類が頻繁に移動していた。生息が確認された野鳥

はワシタカ5種 、キツツキ類3種 、ハ ト類2種 、小鳥類35種、カモ類3種 、サギ類1種 以上、カモメ類3種 以上

などが観察された。

ネットで調べると伊賀市阿保で風車建設後の鳥類に与える影響を詳細に調べている方や、アメリカの野生生物

保護官が風車は野生生物に多 くの影響が出ている、特にコウモリの被害などが多いことなど問題が多数載ってい

る。風車についてもよく検討する時期に来ている。

最後に生物調査を市民で行うようにしなければならない時であるとの竹中さんの提言で、語る会の参加者と竹

中さんと共に10月10日 に風車建設地の視察、調査に行 く事が決められた。(記 福地)

第5回.11月16日(火)18=00～20:00

「自然保護における市民参加と協働」

話題提供者 八巻 一成 さん(森 林総合研究所北海道支所主任研究員)

今回の話題提供者、八巻一成さんは筑波大学では都市計画を勉強されていたそうですが、人工的につくる街に

疑問を持ったとき自然と出会い、自然に関わるようになったとの事です。森林総合研究所では北海道に赴任 して

20年余、森 林政策 ・自然資源管理を研究されています。今回は上記テーマで3つ の事例を取上げお話 していただ
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きました。

一つ目は 「野幌の森の再生」ということで
、まず明治の開拓以来の野幌の森の変遷を話されました。明治21年

に新潟からの北越殖民者による開拓がはじまり、明治41年 には林業試験場の試験林 となり、大正10年 には森林の

一部322haが 野幌原始林の名で天然記念物に指定された
。この様な歴史の中、地域住民の森 として農業用水の水

源林、また山菜 ・薪などの採集などに活用されてきた。それが周辺の都市化およびエネルギー革命により地域住

民との関わりが希薄となり、都市住民のレクリエーションの森として変化 してきた。現代の野幌の森の課題とし

ては、戦後50～60年 を経て野幌の森の使用 目的が変わるとともに住民 ・市民の利用 も変化してきている。しかし、

ルールもないのが現状であり、今後のことを考えると何 らかのルール化が必要と思われる。2004年 の台風被害以

降、それまでの住民 ・市民の意見を聞いて行政が動 くというスタイルから住民 ・市民が自ら関わ り行政と市民の

協働による自然保護の段階へ進んできている。

次に 「レブンアツモリソウ」の保全活動について話なされた。レブンアツモリソウは礼文島にだけ生息する絶

滅危惧種であり、島にとっては重要な観光資源ともなっている。もともとレブンアツモリソウは島の各地で見る

ことができたものが、1980年初期に高値で売れるということもあり大量に盗掘被害が出たことにで、1983年礼文

町が 「礼文町高山植物保護i対策協議会」を設置、1984年 には群生地を町天然記念物に指定した。しかし盗掘は続

き、絶滅を危惧 した礼文町は 「高山植物培養センター」を設置し、無菌培養の研究に着手した。1993年 には林野

庁が保全事業を開始、1994年 には北海道天然記念物に指定された。レブンアツモリソウは脆弱な土地(砂 地)の

上に生息 してお り、地元の貴重な観光資源として礼文町だけで保護に乗 り出した後に、国が関わってきたことに

より、関係団体が急に増えたこともあり非常に調整が難しくなってきたこと。また現状は必ず しもベス トな状況

にない。これからどの様な形態で進めることが良いのか考えていく必要がある。

保護i活動に関わっている人たちへのアンケートでは、保全対策の向上には、良好な協力体制づ くりが重要との

話で締めくくられた。

三つ目として 「農山村の管理放棄による問題」 ということで、今日耕作放棄地や消滅集落跡地の半分が管理さ

れていない状況にあ り、それらの中で最も際立っているのが草地 ・湿地であること。その様な中で岩手県の安家

森のケースを取上げ、話をされた。「安家森」は短角牛を放牧された放牧地であったのが放牧を止めたことによ

り放牧地が林地化 してきた。これをもとの草原を復元する取 り組みとして林間サポーター制度を設け、サポーター

には年会費を出してもらいその資金で短角牛の放牧を行い、会員には短角牛肉をプレゼントするというもので、

生業と保全をリンクした活動である。

最後に自然保護iにおける協働としては、

・口だけでなく、多様な形態(ボ ランティア、資金)に よる市民の支援

・政府による一元的管理(ガ バメント)か ら、市民との協働による管理(ガ バナンス)へ の変化がある、との話

しで終了した。その後、活発な質疑応答がなされた。(記 荻田)

第6回.12月14日(火)18:00～20:00

「知 っ てい る よ うで知 らな い カ ラスの 話」

話題 提 供 者 中村 眞 樹子 さん(札 幌 カ ラ ス研 究 会 代表)

札 幌 に年 中生 息 して い るの は 、ハ シ ブ トガ ラス(以 下 ブ ト)と ハ シボ ソガラ ス(以 下 ボ ソ)の 二種 類 で あ る。

カ ラ スイ コー ル黒 くて不 気 味 な鳥 とい う イメ ー ジであ るが 、全 く違 う生 き物 であ る 。特 徴 は次 の 通 り。

ボ ソ:・ お で こが 出 っ張 って い ない

・しわが れ 声 で鳴 く
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・地 面 をテ ク テ ク歩 きなが ら
、 ご飯 を さが す

・人 を直接 攻 撃 す る こ とは 少 な い

ブ ト:・ クチバ シが 大 き く湾 曲 して い る

・お で こ が 出 っ張 って い る

・カ ァカ ァ と澄 ん だ声 で 鳴 く

・神 経 質 な正 確 で
、人 へ の攻 撃 性 も高 い

3～4月 は 求愛 ・抱 卵 時期 あ り、育 す う期 の7月 頃 までが 一番 人 との か か わ り ・問題 の多 い期 間で あ る。 カ ラ

ス は 、 ゴ ミば か り食べ て い る よ うに思 われ て い るが 、 実 際 は木 の実 や 虫 な どあ らゆ る 自然 の恵 み を食 べ てい る。

ほ お の木 の 実 は 、 ブ トが大 好 物 で あ る 。 ビ シ ョ ビシ ョにな った食 べ 残 しは 、 シ ジュ ウ カ ラな どの小 鳥 が 食べ て い

る。 道庁 にあ る オ ンコの 実 も大 好 物 で 、一 本 の木 に群 が って 食べ て い る とこ ろが見 られ る 。 また 、 タ ンポ ポの花

も大好 きで 、 普段 憎 た ら しい と思 っ て も、カ ラ スが 黄 色 い花 を食 べ て い る姿 は大 変 か わい ら しい 。

カ ラス は、1年 間つ が い で生 活 して い る。 ご飯 を食 べ る時 も、水 浴 び す る時 も、寝 る時 も一 緒 。 た まに 、バ ラ

バ ラに な る時 もあ るが 、 必ず 待 ち合 わせ 場 所 で待 って い る。 身 だ しな み は 、 カ ラス の行水 とい わ れ るが 、時 間 を

か け て何 回 も水 を浴 び、 清潔 に保 っ て い る。 ア リの 巣 の上 に乗 って 、 体 に ア リ をつ けて い る こ と もあ る 。 ア リの

蟻 酸 を体 につ け て 、虫 除 け に して い る ので は な いか とい われ て い る。

繁殖 は、3月 こ ろか ら巣 作 りに入 る 。小 枝 やハ ン ガー を利用 して 、 オ ス 、 メス共 同で作 る。卵 を温 め る大事 な

と ころ は、 犬 の毛 な どの柔 らか い もの を使 っ て保 温 を高 めて い る。 この 時期 一・番 問題 にな るの は 、人 間 を襲 う と

い う こ とで あ る 。理 由 は簡 単 で 、 カ ラス は神経 質で 自分 の巣 や雛 の とこ ろ に人 間 が近 づ くか らで あ る。 た だそ ば

を歩 い た だけ で も、 カ ラス に して み れ ば、 自分 の縄 張 りの中 に無 許 可 で 入 って きた侵 入者 なの で 、警戒 す る とい

う こ とで あ る。 人 が嫌 い で は ない が 、近 寄 らな いで と騒 いで い るだ け で あ る。 役所 に、 カ ラス に襲 わ れ た と苦情

を 申 し出 るの は 、 ほ とん どが カ ァカ ァ鳴 か れ た 、後 をつ け られ た とい うこ とが 多 い。

ボ ソは ほ とん ど攻 撃 しな い。 巣立 ちの 一 週 問前 後 に多少 鳴 い た りす る程 度 で あ る。 ブ トは、艀 化 した雛 が い る

頃 にな る と、 人 が 通 っ ただ けで い や な声 を出 した り、 後 をつ け られ た りす る。 育す う後期 に なる と(巣 の 中か ら

子 カ ラス の頭 が ほ こほ こ見 え る)大 変 神 経 質 に な って 、威 嚇 の ため 低 空飛 行 した りす る。 ブ トもボ ソ も巣 立 ち後

二 週 間 く らい で 飛 べ る よ うに な るの で 、親 の威 嚇 も な くな る。

攻 撃 を 回避 す る 方 法 は、 カ ラス が さわい で い る な と思 っ た ら、近 づ か な い こ とで あ る。石 や小 枝 な ど投 げ ない

で 、 見 てみ ぬ ふ りをす る こ とで あ る 。腕 を まっす ぐ上 げ て動 か さない で 、 ゆ っ くり歩 くといい 。黒 い もの は嫌 が

る。 黒 い カサ を半 開 きに して歩 い て い る と、 カ ラス の 死体 に見 えて 、 襲 われた とい う経験 があ る。 ゴ ミステ ーシ ョ

ンで 襲 わ れ た とい う人が い る。 カ ラス は ゴ ミに 向か って低 空 飛行 した だ け であ り、人 の勘 違 い が多 い 。

ね ぐらは 、秋 か ら冬 にか け て集 団 で一 箇 所 に集 ま って寝 る とい う こ とが多 い。15時 頃 、集 まっ て 同 じ方 向 の ね

ぐら に行 く。 葉 っ ぱ の ない枝 に群 れ で寝 てい る 。ね ぐら入 りす る前 は 、 道庁 やJRタ ワー付 近 に集 まる 。北 大 も

4～5年 前 か ら利 用 されて い る。

カ ラス は 、遊 び が好 きで あ る。 くる み割 りも遊 び(練 習)を 失敗 しな が ら覚 えて い くよ うだ。要 領 を覚 えて か

らは、 道路 に落 と して車 に割 って も らっ て食 べ て い る。 ゴル フボ ール を見 つ けて 遊 ん だ り、気 に 入 って 隠 して ル

ンル ン気 分 で 行 って しま う。 それ を見 て いた 他 の カ ラス が見 つ け て持 っ て い くとい うこ と もある 。マ ヨネ ーズ も

大 好 きで 、足 で 押 さえ て食べ てい る。

ブ トは集 団で 遊 ぶ が 、 ボ ソは単 独 で遊 ぶ こ とが多 い。 公 園の水 を出 して飲 む とい うこ と もす るが水 は止め ない。

以 上 、 限 られ た 時 間 だ った ので 、 どれ だけ カ ラ ス の こ とを理解 して も らっ たか わ か らないが 、 と りあ えず 、 カ

ラス も野 鳥 なの で 、 特 別 な色眼 鏡 で 見 る ので は な く、普 通 の鳥 と して 扱 っ て ほ しい 。
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報 告

また、誤 解 され た部 分 が多 い の で 、逆 に被害 者 なの か も知 れ ない と思 っ て ほ しい 。

カ ラス を見 る機会 が あ る と思 うが 、正 し く理 解 し見 て もらい たい 。 (記 落合)

第7回.2011年1月18日(火)18:00～20=00

「イネ:多 様性と適応のしくみ」

話題提供者 佐野 芳雄さん(北 海道大学農学部名誉教授)

日本人の主食である米、その米を実らせるのは 「イネ」である。日本で美味 しいと好まれている 「コシヒカリ」

や一昨年から北海道で本格的に栽培が始められた 「ユメピリカ」は新聞紙上でも取上げられ、いまや北海道は日

本の最大の米生産地である。が、私達はどれ程このイネの事を知っているであろうか?と いうことで今回はイネ

の遺伝子等について長年、国立遺伝学研究所、北海道大学で研究を続けられ、昨年北大を退官された佐野芳雄氏

にお願い しました。話はイネの歴史からはじまりました。

農耕が始まったのは約1万 年前、人類が出現 したのが15～10万 年前ということを考えると極めて最近のことと

言うことができる。栽培イネには2種 があり、アフリカのグラベリマとアジアのサティバである。グラベリマが

アフリカの極めて限られた所で栽培されているのに対 してアジアのサティバはインド大陸～中国南部 ・インドシ

ナ半島～インドネシア～オース トラリア大陸北部に分布 していた野生イネが今は中国華北 ・日本でも栽培される

ようになり、小麦 ・トウモロコシと並ぶ一大穀物となった。

アジアの栽培イネにはインディカ種とジャポニカ種があり、ジャポニカ種には熱帯ジャポニカ種と温帯ジャポ

ニカ種がある。日本で現在栽培 されているのは温帯ジャポニカ種である。アジア野生イネには、草丈の低い1年

生と草丈の高い多年生(水 の多いところに育っている)が あり、栽培イネの多くは生物学的にみると多年生であ

る。栽培種は野生種のほんの一部を使っているので環境変動に弱いという面がある。現代のように環境が大 きく

変動 していると多くの野生種が絶滅 している。野生種が絶滅するということは、やがては栽培種の絶滅にも繋が

るという危険性がある。

20世紀初頭、近代的農業技術の開発 ・普及により食料増産に成果を挙げた。灌概整備 ・機械化 ・農薬散布に加

え多量の化学肥料を利用することで収量の向上がなされ、いわゆる 「緑の革命」といわれる増産が成 し遂げられ

た。それまで穀物の輸入国であったメキシコでは、「緑の革命」により輸出国となったが、急激な人口増加によ

りほどなく穀物の輸入国に逆戻 りしたのである。地球上では今でも食料増産と人口増加の競争が続いているので

ある。

野生種のイネは100%赤 米である。ジャポニカ種にもインディカ種にも赤米と白米があり、これまでは、それ

ぞれが突然変異で白米が生じてきたものと考えられてきた。しかし、最近のDNA分 析によると白米のジャポニ

カ種もインディカ種ともにDNA配 列が同じであることが判明した。このことは、すべての白米系統はジャポニ

カ種の赤米遺伝子から突然変異により生 じたものと考えられる。今まで予想できなかったことが判明したのであ

る。

現在の品種改良は、より収量が高 く、より人に好まれ、より広く栽培できる品種育成が目標とされ、経済効率

の高い品種の拡大により、人類の生存は小麦、イネ、 トウモロコシの限られた穀物に大きく依存するようになり、

それらの穀物のより優れた品種を広 く栽培することによって世界中の作物や在来品種をさらに減らしている。日

本で栽培されているイネの80%は コシヒカリ系統となっており、モノカルチャーの大きなリスクを抱えている。

因みに、世界で一番美味しいと言われている米は、パキスタンでバスマティという品種であるということで話

は締めくくられた。その後、活発な質疑応答がなされた。(記 荻田)
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*お 知らせコーナー*

北海道 自然保護協会サポーターズ クラブ参加のお願い

協会では人手不足 のため、会報の発送やイベ ン トの設営 ・受付 などのお手伝い をいただける方のボランテ ィアでの参

加 を募集いた します。

誰にで もで きる簡単 な作業 をお願い したいので気楽 にご参加下 さい。

応募方法は、協 会にサポーターズ クラブ参加 と明記 しeメ ールをお送 りいただき、事務局がそれを登録 させていただ

きます。お願い したい ことが発生 した時、その都度 、協会か ら一斉 に登録 してあるメールア ドレスに 日時 ・内容 をお知

らせいた します。

急 な依頼 になるか もしれませ んが 、都合の良い方 のみお手伝 いを して くだ さい。

気軽 に参加で きるクラブに したいと思 います。是非多 くの方々の登録 ご協力をお願い します 。

(社)北 海 道 自然 保 護 協会 事 務 局

協 会eメ ー ル ア ドレスinfo@nc-hokkaido.or.jp

活 動 日 誌
2010年10月

2～3日 第17回 水 源連総会&北 海道 の三 ダム事業 を検証す る全国 集会

(北 広島市 、札幌市)
5日

9日
10日

18日
19日

22日
25日

27日

2010年11月

1日

8日
12日

16日

22日

24日

25日
27日

28日

201e年12月

日
日

日

3
6

8

第4回 自然を語る会 「鳥類にとって石狩海岸林 ・海岸草原におけ
る発電風車計画について」 講師 竹中万紀子氏
サ ンルダム関係対策会議(旭 川宮田宅)
銭函風力発電計画予定地現地視察
平取ダム関係打合せ
平成23年度鳥獣被害緊急対策説明会
第4回 拡大常務理事会
会報147号発送
北海道札幌建設管理部(旧 札幌土現事業所)厚 別川、琴似川等の
河川敷の樹木伐採計画について打合せ来所

北海道サンル ・二風谷 ・平取 ・当別各ダムに関して北海道知事 と
の意見交換会(二 風谷ダム管理事務所)
当別ダム再評価専門委員会傍聴
第4回3ダ ム事業検討会打合せ
第5回 自然を語る会 「自然保護における市民参加と協働」
講師 八巻一成氏
11/1「 サンルダム ・二風谷ダム ・平取ダムおよび当別ダムに関
する要望書」に対する北海道の回答書 く11/18)を 受けて道政記
者クラブへ意見表明銭
函風力開発事業に対する北海道への要請活動および記者会見

第5回 拡大常務理事会
北海道高山植物保護iネソト第1回 市民フォーラム 「お花畑はいま…」
第4回3ダ ム事業検討会 テーマ:環 境問題
第10回沼田眞賞に佐々木副会長受賞決定

北見道路裁判第6回 口頭弁論(札 幌地裁)
北海道総務部行政改革課法人団体課公益法人グループとの話し合い
北海道札幌建設管理部厚別川、琴似川等の河川敷の樹木伐採計画
について打合せ来所
銭函風力開発事業、北海道建設部土木局砂防防災課との話し合い
第6回 自然を語る会 「知っているようで知らないカラスの話」
講師 中村眞樹子氏
第3回 理事会
沙流川総合開発事業平取ダム第1回 検討会傍聴(平 取町)
サ ンルダム第1回 検討会傍聴(名 寄市)
公益法人見直 しに関する担当者会議

●11月26日

●12月16日

●12月24日

●12月27日

北海道知事宛 【銭函風力開発事業に関する質問 ・意見書(追 加)】
北海道知事、開発局長宛 【平取ダムおよびサンルダムの検証に
係わる検討についての要望書】北海道自然保護連合他16団体連名
馬淵国交大臣、今後の治水対策のあり方に関する有識者会議宛
【北海道における3ダ ム事業(サ ンルダム ・平取ダム ・当別ダ
ム)の 必要性の検証結果と提言その4一 環境問題一】北海道脱
ダムをめざす会
馬淵国交大臣、道開発局長、他計5箇 所宛 【平取ダムとサンル
ダムの検討の場の運営に関する要請】北海道脱ダムをめざす会

新 入 会 員 紹 介

2010年8月 ～2010年11月

【A会 員】 川村 史子、熊谷 啓一

寄 贈 図 書 紹 介
・小島望会員より

「生物多様性 と現代社会」1初農山漁村文化協会
・北海道大学出版会より

「カラスの自然史」樋口広芳 ・黒沢令子編著
。佐藤謙会長より

「林分施業法」〈改訂版〉高橋延清著
。斜里町知床博物館 中川元会員より

しれとこライブラリー10「知床の自然保護」斜里町 ・斜里町教育委員会
「データブック知床 ・2010」斜里町立知床博物館

寄 付

あ りが とうござい ます
若井 聡 さん2,000円

富士 ゼロ ソクス端数倶楽部 さん100,000円
富士 ゼ ロックス株式 会社 さん100,000円
五十 嵐敏文 さん5,000円

金

日

日

90
4

1

1

18日
20日

24日
25日

2011年1月
18日

20日
22日

28日

●10月4日

●10月23日

●10月23日

●11月25日

自然を語る会 「イネ:多 様性と適応の しくみ」 講師 佐野芳雄氏
第6回 拡大常務理事会
銭函風力開発事業、北海道環境生活部環境局との話し合い
第10回沼田眞賞受賞式及び記念講演、佐々木副会長(東 京)

要 望 書 な ご
北海道開発局長、北海道知事宛 【北海道の三ダムに関する要望
書】及び全国集会決議文を水源連代表等で提出
環境大臣宛、林野庁長官宛、北海道知事宛 【北海道における新
しい国立公園の指定、とくに 「日高山脈 ・夕張山地」 を国立公
園として早期に指定することの要望書】
銭函風力開発㈱ 、日本風力開発㈱宛 【銭函風力開発事業に係る
環境影響評価(案)に 対する意見】、高橋北海道知事宛 【銭函
風力開発事業に関する質問 ・意見書】
北海道知事宛 【サンルダム ・二風谷 ダム ・平取ダムおよび当別
ダムに関する再要望書】北海道脱ダムをめざす会

会費納入のお願い

会費納入につ いては 日頃ご協力 をいただいてお ります

が、未納の方は至急納入下 さいますようお願いいた します。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円

〈納入口座〉

郵便振替 口座02710-7-4055

北洋銀行本店営業部(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

〈口 座 名〉

社団法人 北海道 自然保護i協会

2011年2月15日 発行 社団法人北海道自然保護協会 ・佐藤 謙ryO60-OOO3札 幌市 中央区北3条 西11丁 目加森 ビル56階ft(Ol1)251・5465FAX(011)211・8465

NC2月 号No.148 ホ ー ムペ ー ジ:http://nc-hokkaido.or.jpEメ ー ル:info@nc-hokkaido.or.jp

会費 個 人A会 員4,000円 個人B会 員2,000円 学 生会員2,000円 団体会員一 口15,000円 郵便振 替02710・7・4055印 刷 ㈱広報社印刷
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